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様式第１号（第５条関係） 

会議概要 

会 議 の 名 称  
第９回健康づくり推進会議 

第９回久喜市食育推進会議 

開 催 年 月 日  平成２９年３月１日（水） 

開始・終了時刻  午後１時３０分から午後３時００分 

開 催 場 所 久喜総合文化会館 広域文化展示室 

議 長 氏 名 野原宏  

出 席 委 員 氏 名 

市川秀一郎、岩部正彦、玉置政美、玉川達夫、前田昭信、新井克典、 

渡辺和泉、池上栄一、羽柴直子、新井千鶴子、小山博子、平井よし子、 

大室与五郎、澤妙子、田村俊一、小松智子、 

新井和江、鈴木敬一、野田恵子、平塚修子、山田實、染谷和美、 

折原憲司、岡田竜一、髙木学、上岡斉、根本昌子、杉田孝行、 

齋藤勝義、島野弘子、宮内智、野原宏 

欠 席 委 員 氏 名 
齋藤和恵、峯義夫、福田武夫、笠巻敬 

濵田亜砂子、高瀬由美、塚越敏夫 

説 明者の 職氏 名  
真坂健康医療課長、小澤担当主査、齋藤栄養士、中央保健センター 野

口所長、国民健康保険課 鈴木課長補佐兼係長 

事務局職員職氏名  

立川健康増進部長、小林健康増進部副部長、真坂健康医療課長、 

小沢課長補佐兼係長、小澤担当主査、齋藤栄養士 

（関係課：中央保健センター 野口所長、国民健康保険課 鈴木課長補

佐兼係長） 

会 議 次 第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 

（１）第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）の作成   

・パブリック・コメントの結果報告 … 資料１ 

・最終案 … 資料２ 

・概要版（案）… 資料３ 

（２）健康増進計画及び食育推進計画に基づく取り組みについて  

     ・各課の取り組み報告（平成２７年度の取り組み状況及び平

成２８年度の進捗状況） … 資料４～７   

     ・取り組み事例報告（鷲宮おやじ塾・中央保健センター） 

                … 当日配布資料１  

４ その他 

（１）第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）関連計画について 

   ・「久喜市国民健康保険保健事業実施計画（案）」 
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（国民健康保険課） … 当日配布資料２  

   ・「久喜市スポーツ推進計画（案）」 

（生涯学習課） … 当日配布資料３  

   （２）その他事務連絡等 

５ 閉 会 

配 布 資 料 

・第 9回久喜市健康づくり・食育推進会議 次第 

・資料１ 第 2 次久喜市健康増進・食育推進計画(案)に対する意見

募集の実施結果及び市の考え方について(案) 

・資料２ 第 2次久喜市健康増進・食育推進計画（最終案） 

・資料３ 第２次久喜市健康増進・食育推進計画（概要版（案）） 

・資料４～７ 各課の取り組み報告（平成 27年度の取り組み状況及

び平成 28年度の進捗状況） 

・当日配布資料１ 鷲宮おやじ塾 

・当日配布資料２－１  

久喜市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）（概要） 

・当日配布資料２－２  

久喜市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）（案） 

・当日配布資料３ 久喜市スポーツ推進計画（案） 

会議の公開又は非公開 公開 

傍 聴 人 数 ０人 
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様式第２号（第５条関係） 

審議会等会議録 

発 言 者 会議のてん末・概要 

 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

皆様、こんにちは。 

本日は大変お忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございま

す。定刻となりましたので、ただ今より、第９回の久喜市健康づくり推進会議

及び久喜市食育推進会議の合同による会議を始めたいと存じます。 

はじめに、市では審議会等を開催した場合には、久喜市審議会等の会議の公

開に関する条例により、会議録を作成し公表することになっております。 

公表するにあたり、本日、出席された委員の皆様には、会議録の内容をご確

認いただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、お手元の次第に基づきまして、進めさせていただきますが、ここ

で、配布資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

まず、事前に配布させていただきました資料ですが、8点の資料でございま

す。 

･第９回久喜市健康づくり・食育推進会議 次第 

･資料１ 第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）に対する意見募集の

実施結果及びその対応について 

･資料２ 第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案） 

･資料３ 第２次久喜市健康増進・食育推進計画 概要版（案） 

・資料４ 平成２７年度健康増進計画に基づく主な事業の取り組みについて 

・資料５ 平成２７年度食育推進計画に基づく主な事業の取り組みについて 

・資料６ 平成２８年度健康増進計画に基づく主な事業の取り組みについて 

・資料７ 平成２８年度食育推進計画に基づく主な事業の取り組みについて 

以上が、事前通知により同封いたしました資料でございます。 

次に、本日の配布資料といたしまして、 

・当日配布資料１ 鷲宮おやじ塾 

・当日配布資料２-１ 久喜市国民健康保険保健事業計画（概要） 

・当日配布資料２-２ 久喜市国民健康保険保健事業計画（案） 

・当日配布資料３ 久喜市スポーツ推進計画（案） 

                   の 3点でございます。 

お手元に、ございますでしょうか。 

次に、本日の会議の終了予定時刻ですが、3時とさせていただきたいと考え

ておりますので、ご協力をお願いいたします。 

 

２ あいさつ 
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司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

野原会長 

 

司会(真坂課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（野原会長） 

 

 

 

事務局（小澤担当

主査） 

それでは、次第の２ あいさつでございます。本日は、健康づくり推進会議

と食育推進会議の合同による会議でございますので、両会長にごあいさつをお

願いしたいところでありますが、時間の関係もございますので、代表して食育

推進会議会長の野原会長よりごあいさつをいただきたいと存じます。野原会長

よろしくお願いいたします。 

 

 『野原会長あいさつ』 

 

ありがとうございました。 

なお、本日は、6人の委員が都合により欠席されております。 

健康づくり推進会 

・齋藤 和恵 委員 

・笠巻 敬  委員 

・福田 武夫 委員  

食育推進会議 

・浜田 亜砂子 委員 

・高瀬 由美 委員 

・塚越 敏夫 委員   でございます。 

いずれの会議におきましても、定足数に達していることをご報告申し上げま

す。 

また、事務局側でございますが、本日は、関係所属職員として、健康増進部

中央保健センター野口所長と、国民健康保険課鈴木課長補佐の 2名に出席をい

ただいております。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、次第の 3、議題に入らせていただきます。 

 議事の進行につきましては、久喜市健康づくり推進会議条例及び久喜市食育

推進会議条例第 7条第１項の規定によりまして、推進会議の会長が議長となる

ことになっておりますが、本日の会議は健康づくりと食育の合同会議となって

おりますことから、両会長と協議させていただき、食育推進会議の野原会長に

議長をお願いし、議事を進めていただきたいと存じます。 

 野原会長、よろしくお願いいたします。 

 

３ 議題 

次第に戻りまして、議題の（１）第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）

の作成について、事務局から説明をお願いします。 

 

（１）第 2次久喜市健康増進・食育推進計画（案）の作成について 

 資料 1～3の説明をさせていただく前に、訂正をさせていただきます。 

 資料 2の市長あいさつ文の中で、5段落目「平成 24年 3月に策定されたこ
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の両計画も、平成 28年 3月で終了となることから・・・」とありますが、「平

成 29年 3月で終了」が正しいので、28年を 29年に訂正をお願いいたします。 

それでは、資料 1･2･3に基づき、パブリック・コメントの結果とその対応、

最終計画（案）、概要版（案）について、ご説明いたします。 

1 月 18 日から 2 月 16 日まで、パブリック・コメントを実施した結果、10

人の方から 15件の意見を頂きました。頂いた意見に対し、市の考え方、計画

案への反映について表にまとめましたので、順番に説明させていただきます。 

まず、1番目、P2、QOLの視点について。健康の定義と QOLの定義は違って

いるもので、QOLの視点を見直してはどうか。福祉では、健康≠QOLと認識さ

れている。という意見です。P2で、QOLについて述べていますが、健康＝QOL

という認識ではなく、QOLを高めるための要素のひとつに健康があるという考

え方を述べているもので、こちらは原案どおりとしたいと思います。 

 

2つ目、計画全体についてです。中学校までの学齢期では健康増進・食育の

指導・教育ができるが、高等学校以降については機会がなくなるので、高等学

校以後の指導教育を再検討すべきという意見です。 

ご指摘のとおりでありまして、高等学校以降の方に、健康づくりや食育に関

心を持ち、取り組んでいただくことは重要なことと考えています。P37身体活

動・運動の分野、青年・壮年世代の取り組み、行政ができることの中に、久喜

マラソン大会をはじめとする各種大会、教室等を開催し、幅広い世代のスポー

ツ・レクリエーション活動への参加機会の充実を図ることをあげ、P78では若

い世代を中心とした食育の推進ということで、若い世代を特化して取り組みに

あげています。P81で、インターネットや SNSなど若い世代のニーズに合った

方法を活用することなどをあげていますので、こちらも原案どおりとしたいと

思います。 

 

3つ目、P4、「健康日本 21」、「健康埼玉 21」を基調とする思考には限界があ

る、脱「健康日本 21」「健康埼玉 21」を目指すべき、という意見です。健康増

進計画は健康増進法に基づいて策定している計画であることから、国や県の計

画との整合性を図りながら久喜市の現状を踏まえた計画としますので、原案ど

おりとします。 

 

4つ目、P92、久喜市健康づくり推進会議と久喜市食育推進会議を合併させ、

庁内連絡会議委員も交えて計画の進捗管理や再考をすべきという意見です。2

つの会議をひとつにする予定ですが、この計画案を作ったときは、議会への議

案の上程前だったので載せていませんでしたが、2月定例会に上程しています

ので、原案を修正させていただきます。P92 の 5 行目、「審議会」を「久喜市

健康増進・食育推進会議」に修正します。 
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5 つ目、P13、死因別死亡割合と中年期の死因別死亡割合の統計期間が違う

ということと、なぜ中年期を特記したのかという意見です。死因別死亡割合は、

全体では、がんが約 3割ですが、中年期の死因は約半分ががんであるというこ

とを示すために中年期をとりあげています。P13図 6 ですが、平成 26 年の死

因別死亡割合では母数が大きいので、割合を 1年間で出しても誤差は少なくな

ります。ライフステージ別にすると、母数が少なくなるので、ライフステージ

別の割合を出すときは、5年間の統計を使い、誤差を少なくするのが一般的と

いうことで、中年期は 5年間の統計になっています。こちらも原案どおりとし

ます。 

 

P16、農産物統計で、梨、いちご、水稲の 3品で食育を語るには限界がある。

久喜市食料自給率の推移に変えるべき、学校給食の地産地消でも採用すべきと

いう意見です。こちらに対しては、現食育推進計画でもこの 3品を紹介してい

まして、久喜市の特徴的な農産物を紹介しているものです。久喜市食料自給率

については統計がありませんので、地産地消の指標は、学校給食における久喜

産農産物を使用する割合とします。こちらも原案どおりとします。 

 

6つ目、P28基本理念と基本方針、分野別の取り組みについて、障がい者や

要支援・要介護者に対するものが欠落している。これらの方々にも健康や食育

を適用すべきという意見です。この計画は全市民を対象としており、障がい者、

要支援・要介護者等も含めて基本理念や方針を考えています。P5 の他の計画

との関係では、障がい者計画や高齢者福祉計画等と整合を図ることを表現して

います。また、P34身体活動・運動の施策項目で「個に応じた」という表現で、

それぞれの状態に合った取り組みをしていただくことを表しています。また、

P57口腔・歯の健康の分野では、歯科医療の通院が困難な方への在宅歯科医療

をあげ、障がい者や要介護者等に考慮した取り組みをあげています。障がい者

や要介護者等も含めた全市民を対象としている計画ですが、それをもう少し表

現することにしまして、P32に表現を加えることにしました。P32の 3行目、

疾病や障がいの有無にかかわらず・・・から 5行目までの記述を追加しました。 

 

7 つ目、P65 心疾患・脳血管疾患・ＣＯＰＤ・糖尿病・ＣＫＤの取り組み

のところで、とねっとについての意見がありました。かかりつけ医がとねっと

に参加していないのが残念。医師会の先生方にとねっとに参加していただける

ようお願いして欲しいと言う意見です。こちらの意見がありましたので、P65

の地域ができることの中に、とねっとの記述を追加しました。 

 

8つ目、薬の飲み残しについて、かかりつけ薬剤師を活用する取り組みを・・
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という意見がありました。こちらも、意見を踏まえて P65の地域ができること

の中に、記述を加えました。 

 

9、10番目ですが、こちらは同じ内容で 2人の方から意見をいただきました

ので、番号が 2つになっています。P41の休養・こころの健康の分野での、「認

知症の相談」に若年性認知症や高次脳機能障がいについての表記し、当事者や

家族が相談できる体制にしていくことを盛り込んで欲しいという意見です。

P41行政ができることの、青年・壮年世代、高齢世代の部分にこれらの表記を

加えました。 

 

11番目、P44の図 22で 3合より多い飲酒は男性 7％、女性 2.8％とあるが、

P21表 8の 12番目の指標の 3合を超える飲酒をする市民の割合、平成 27年度

の調査と結果が合わないという意見です。わかりにくいと思いますが、P44の

図 22はアルコールを飲むと答えた人がどれくらい飲むか、をまとめたもので、

P21の調査は、アルコールを飲まない人も含めて 3合以上の人がどれだけいる

か、なので母数が違います。表の数字に間違いはないですが、少々分かりにく

かったので、誤解がないよう、P44 図 22 のグラフタイトルを修正することに

しました。図 21の中で、アルコールを飲むと答えた 20歳以上の男女別飲酒状

況というタイトルに修正しました。 

 

12番目、P37の青年・壮年世代の行政ができることの運動ができる公園や施

設の整備を図ります。という部分に該当するのではないかと思いますが、桜田

運動公園のテニスコートをオムニコートにしてくださいという意見です。こち

らは、計画の内容の意見ということではないので、ご意見を担当課に伝える、

ということで、計画の修正はせず、原案のとおりとします。 

 

13 番目、P58、生活習慣病の発症予防と重症化予防、（１）がんの部分で、

女性のがん対策の充実ということで、乳がん検診（検診の字が間違っていまし

た。検に修正してください）は授乳中の方は対象外になってしまうので、対象

にしていただきたい、という意見です。こちらも、計画には各がん検診の対象

者については掲載しておらず、検診の細かい部分になってしまいますので、担

当課に伝えるということで、原案のとおりとします。 

 

14番目、P47、たばこ・アルコールの分野です。たばこ対策について意見が

ありました。たばこが健康破壊の要因になることの周知・対策の徹底や非燃焼

の新型たばこも問題であること。公共施設の敷地内、屋内全面禁煙や禁煙治療

の保険適用施設などの取り組みについて意見がありました。たばこについて

は、P47の行政ができることに、意見をいただいたような受動喫煙防止対策や、
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事務局（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙による健康被害の周知など様々な取り組みを載せていますので、原案のと

おりとしたいと思います。 

 

15 番目、すばらしい計画だと思います。具体的にはどのように展開するの

でしょうか。という意見です。分野ごとに、自分、家族、地域、行政ができる

取り組み例をあげていますので、計画の周知に努め、連携を図りながら推進し

ていくということで、原案どおりとしたいと思います。 

パブリック・コメントの結果については以上ですが、委員さんから事前にい

ただいているご意見で修正点が見つかりましたので、説明させていただきま

す。 

P17の表 4「回答数」のところです。＊の注意書きで、「性別無回答があるた

め・・・」とありますが、「性別・年代無回答があるため・・・」が正しいで

すので、「年代」を加えていただくようにお願いいたします。 

それから P51、図 23,24です。図 23は、年代が書いてあるところで、【再掲】

の文字が切れていましたので、配置を調整いたします。また、図 24について

は、年代の 40～60代ｎ=146となっておりますが、ｎ=264が正しい人数ですの

で、訂正いたします。 

その他、誤字、脱字、てにをは等については、印刷の校正の段階で最終確認

をしながら訂正していきたいと思います。また、表や図の線がずれているとこ

ろもありますが、それは印刷の段階できれいに直すことになっておりますの

で、問題はございません。 

その他に修正があるのですが、課長の方から補足説明をお願いいたします。 

 

私の方から、庁内の担当課の方から申し出のありました 2点について、説明

をさせていただきます。 

まずは 1点目、資料 2の P41をお開きください。休養・こころの健康の取り

組みです。このページの一番右側の「行政ができること」。この真ん中のくく

りの、一番下でございます。「同じ障害等をもつ仲間との交流の場（ピアカウ

ンセリング）について情報を提供します。（障がい者福祉課）」というのが新た

に加わりました。これについては、障がい者福祉課の方から、こういった視点

での取り組みがあると申し出がありましたので、ご報告の上、加えさせていた

だきたいと思います。 

もう 1点が、P79です。「若い世代を中心とした食育の推進」の指標ですが、

「毎日朝食を食べている児童生徒の割合」、これは元々指標としておりました

が、指導課の方から申し出がございまして、前回は小学校 6 年生と中学校 3

年生を対象とした指標を入れておりました。これにつきましては、本市の最上

位計画である「総合振興計画」に同じ指標を使用しておりまして、この指標と、

今回の計画の指標がずれておりました。総合振興計画と同様の指標とするとい
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うことで「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」に変更しましたので、その

点につきまして説明をさせていただきました。この 2点の変更がございました

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

次に、資料 3について説明させていただきます。 

計画の概要版です。A4 で 8 ページにまとめました。各ページの下の方にあ

る黒い四角は「SPコード」です。 

1ページ目から、まずタイトルがあり、（１）計画の目的と位置づけ、（２）

基本理念です。 

2ページ目、（３）基本方針ということで 4つの基本方針を載せています。 

（４）分野別の取り組みということで、各分野 1／2ページでまとめています。 

施策の項目と指標、目標値を載せています。取り組みとして、自分ができるこ

と、家族ができること、地域ができること、行政ができることを本文の中から

いくつか選んであげました。 

分かりにくい用語などは欄外に説明を加えています。このような形で概要版

をまとめてみました。皆さんにお配りした資料は白黒印刷ですが、実際には 2

色刷りです。 

各ページの下にある SPコードについて説明させていただきます。視覚障が

いの方にも読んでいただけるように、SP コードを読み取る機械がございまし

て、その機械にかざすと、この内容を機械が読み上げてくれるというものです。

今回は視覚障がいの方に対応した概要版を作成するということで、SP コード

を入れて作成しております。 

説明は以上です。 

 

ありがとうございました。 

 私も SPコードというのは初めて聞ききますが、これは音声で出るのですか。 

 

 はい。音声です。 

 

 

 費用は相当かかるのですか。 

 

 作成は市役所のパソコンでできますので、大きな費用がかかるということ

はございません。 

 

 新しい試みで素晴らしいと思います。ありがとうございました。 

それでは、ただいま事務局から、議題の（１）第２次久喜市健康増進・食育

推進計画（案）の作成について、資料１・２・３を基に説明がありました。こ
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れにつきまして、ご意見等ありましたら、お願いいたします。 

 ご質問・ご意見等がないようでしたら、（１）第２次久喜市健康増進計画・

食育推進計画（案）の作成については、よろしいでしょうか。 

 それではここで、健康づくり推進会議の小松会長より（１）第 2次久喜市健

康増進・食育推進計画（案）の作成について、まとめをお願いしたいと存じま

す。 

 小松会長お願いいたします。 

 

第 2次久喜市健康増進・食育推進計画(案)が、本日は第 9回目で最終になる

わけですけれども、本日まで会議としては 9回目です。この策定にあたっては、

平成 24年 3月に作ったものを、実際にすすめながら 5年間やったわけですけ

れども、そこからまた新たに気付いたこと、また 5年間も経ちますと、市民の

実態も変わってきますことから、ここにおいでの各委員の皆様、それから、こ

れを担当してくださった立川部長さん、それから事務局に方向性を的確に示し

ていただきながら、1回、1回、皆さんから貴重なご意見をいただき、ようや

くここにまとめ上げることができました。事前にお送りいただいた資料があり

ますが、私も手元に届いたのを見ながら、すごく中身の濃い、すごく親切な計

画書ができたなと、自分では思いながら読ませていただきました。ただいま最

終的なパブリック・コメントに寄せられた 10名の方から 16項目にわたって、

いろいろなご意見をいただき、これも全部読ませていただきましたけれども、

前回のときにはそんなに出なかったと思います。でも、この 2次計画について

は、これだけ多くの方が関心を持って見ていただいているということで、事務

局はそれだけ大変でしたけれども、私はそれだけ関心を持ってくださる市民が

増えてきたということは、大変よいことではないかと思っています。 

概要版の説明もありましたけれども、分かりやすく、エキスをきちんと書い

てくださって、これをどのように配るかは分からないですけれども、これを見

ただけでも、ああ、いいことをやっている、いいことに気付かされるようなヒ

ントがいっぱい書いてあるので、いただいた方は喜ぶのではないかと思いま

す。でも、これは私たちが思っているだけであって、実際、1回目のときもそ

うでしたが、冊子を配ってもなかなか手元に届いても見ていただけない。よい

ものができたから終わりではなく、これをどうやって市民の皆さんに広めてい

くか、深めていくか、理解していくか。特に 21世紀を背負う子どもたちに、

学校教育の中でかなり入れていかないと宝の持ち腐れになってしまう。5年間

いろいろなことをやってきて、校長先生をはじめ、子どもたちに健康づくり・

食育の大切さをご理解していただきながら、各学校はいろいろな取り組みをし

ていただけるようになりましたけれども、その上で、第 2次計画をどのように

とり入れていくか。 

また、それ以外の各団体の代表の方もたくさんいらっしゃいます。各団体で
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もどのように広めていったらよいか。このあと、29 年からこれまでやってい

た健康・食育まつりは、名前が変わるかもしれませんけれども、実際に計画を

作って終わりではなくて、市と実行委員会が共催で、理解、浸透させるための

イベントをやっていこうという考えは 12月の会議のときに、皆さんに了解を

いただいているわけですけれども、ここが課題になるかと思います。一番の課

題は、これをどのように活用し、広めていくかだと思います。それがこれから

の課題だと思いますので、どうぞ、ここにいる委員の皆様にはこれから更にい

ろいろな知恵を出し合って、ご活躍いただければと思います。以上でまとめと

させていただきます。 

 

小松会長ありがとうございました。おかげさまでこのように終わりました。 

本日の「第２次久喜市健康増進・食育推進計画（案）」をもって、最終案と

させていただきます。 

続きまして･･･・。 

 

また後で、事務局に伝えるということですけれども。 

 

今日は、最終の機会でございますので、取り組みの方も話し合いたいと思い

ますが、特にこれだけは、ぜひ確認しておきたいというものはございませんで

しょうか。 

 

P96の「３生活習慣病の発症予防と重症化予防」の「心疾患、脳血管疾患、

COPD、糖尿病、CKD」。P63を見ると載っている指標の 2番目が P96には抜けて

いる。この大変重要なところが抜けたのか、抜かしたのか。 

 

大変申し訳ございませんでした。岩部委員のおっしゃるとおり、P96の指標

が抜けておりました。実はこの指標は、皆さんからご意見をいただいて、非常

に重要なことなので、新たに指標を加えた部分でございます。最後の一覧表の

部分だけがこちらのミスで抜けただけですので、ここはきちんと加えていきた

いと思います。岩部委員ありがとうございました。 

 

よろしいですか。 

それでは、（２）健康増進計画及び食育推進計画に基づく取り組みについて

について説明をお願いします。 

 

それでは、資料４から説明をさせていただきます。 

今年度は計画の策定がありましてそちらを優先して会議を進めてしまいま

したので、28年度がもうすぐ終わるという時期に 27年度の取り組みの報告と
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なってしまいました。申し訳ありません。28 年度の取り組みについても、終

了しているものもありますので、資料４から資料７で、平成 27年度の結果と、

平成 28年度の結果または進捗状況を報告させていただきます。 

まず、資料４ 平成 27年度健康増進計画に基づく主な事業の取り組みにつ

いて平成 27年度の主な事業の取り組みということで、年度初めに各課から出

していただいた事業について、評価・改善点等を記入していただきました。 

時間の関係で全部は説明できませんので、いくつかピックアップして報告させ

ていただきます。 

P1 の介護福祉課のはつらつ運動教室リーダー養成事業です。27 年度は 18

名のリーダーを養成し、28年度から市内 34会場で実施できるようになったと

いうことです。34会場というと、市内の小中学校の数が 34ですので、学校区

に 1箇所くらいの会場で開催されているということになるかと思います。地域

の集会所を活用し、その地元の方がリーダーを務める教室が 2会場できたとい

うことです。 

 

P4生涯学習課のくき健康ウォークが 27年度は中止ということになっていま

すが、これは、圏央道のウォークフェスタと日程が重なったため、中止になっ

たということです。久喜マラソン大会は、この年、第 1回が開催され、3,454

人が参加しました。 

 

P5健康医療課のゲートキーパー養成講座です。27年度は若年層に着目し、8

月は市内小中高校の教職員、市内小中学校保護者を対象に実施しました。3月

に実施した保護者対象の講座は 106名の参加があり、保護者の子どものこころ

の健康への関心の高さが伺えました。 

 

続きまして資料 5について説明します。 

平成 27年度 食育推進計画に基づく主な事業の取り組みについて説明いた

します。 

P1環境課の廃油のリサイクル（石鹸作り）の機会の提供についてです。 

月平均 4.5 回廃油石鹸づくりの機会が提供され、トータル 143ℓの食用油がリ

サイクルされました。 

 介護福祉課の配食サービス事業は、平成 27年度は、地区別に 2業者へ委託

したことにより、配達時間の短縮が図られ、なるべく作りたてに近い状態で配

食することができました。また、広く制度の周知が図られ、27 年度は前年度

に比べ 8,000食多く配達され、より多くの独居高齢者等の栄養状態の改善と見

守りが図られました。 

P2 子育て支援課です。子育て中の保護者などが参加しやすい、離乳食講座

や料理教室を開催しました。若い世代に食について学習の機会を提供するとと
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もに、同年齢の子どもを持つ保護者同士の交流・情報交換の場とすることがで

きました。 

 中央保健センターでは、各種教室でライフステージに応じた食事のとり方、

バランスのよい食事や規則正しい生活リズムの啓発などを内容に盛り込み実

施しました。その中でも、成人対象の事業としては、脳卒中予防講座を開催し、

栄養士の講話や調理実習を行いました。 

 

P4指導課は、久喜市の子ども朝食摂取率 100%です。平成 27年度における、

久喜市の子どもの朝食摂取率は小学校 98.2％、中学校は 93.6％となり、久喜

市全体では 95.9％でした。 

生涯学習課の放課後子ども教室推進事業ですが、各小学校単位で実施して

いるゆうゆうプラザでは、13校において料理に関する講座を 19講座実施し、

料理体験の他にそば打ち体験やまんじゅう作り等を行いました。 

参加児童は普段できない料理体験や料理に関する知識を深めたり、また歓談し

ながらの楽しい食事の場などを体験してもらうことができました。 

 

続きまして資料 6について説明します。 

平成 28年度健康増進計画に基づく主な事業の取り組みについてです。 

P2 介護福祉課のはつらつ運動教室リーダー養成講座です。介護福祉課が力

を入れている事業の１つで、平成 28 年度は 14名を養成し、29 年度からは、

さらに 2会場増やして 36会場で運動教室が開催される予定だそうです。 

平成 29 年度は、105 人のリーダーでスタートする予定と聞いています。地域

の集会所を利用し、身近で運動教室に通えるよう、教室をもっと増やしたいと

ころですが、リーダーが足りない状況で、リーダー養成講座の定員は 30名で

すが、申し込みは少ない状況で、今後、リーダー養成講座の受講者を増やすこ

とが課題だということでした。 

P4健康医療課のゲートキーパー養成講座ですが、8月に教職員対象で実施し

ました。3 月 24日（金）に一般対象で実施する予定です。広報 3 月号に掲載

していますが、臨床心理士の菊池先生を講師にお願いして実施する予定ですの

で、委員の皆様でご都合の付く方は、是非参加していただければと思います。 

同じく P4国民健康保険課の取り組みで、特定健康診査を啓発するために、

11 月に課内職員全員で、おそろいの啓発用ポロシャツを着用しました。私も

見たのですが、オレンジ色の目立つポロシャツで、複数の職員が着用していま

したので、かなり目立ちましたし、お客さんからの反響も大きかったと思いま

す。インパクトのある啓発でよかったのではないかと思いました。 

資料 6は以上です。 

 

 



14 

 

事務局（齋藤栄養

士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（野原会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙木委員 

 

 

 

 

 

 

続いて資料 7について説明します。 

P1 の環境課、廃油のリサイクル（石鹸作り）の機会の提供です。石鹸作り

に必要な石鹸製造機、石鹸粉砕機は、経年劣化で故障が増え、事業に支障をき

たしていたことから、これらの機器を更新しています。 

P2 保育課の地場産農産物の生産者との交流給食の充実です。今年度も引き

続き、公立保育園 6園で、生産者の方をお招きし、生産している野菜のおいし

さや、栄養についてのお話をしていただき、園児と交流給食を実施しています。 

 P3 中央保健センターのママ・パパ教室です。妊婦さんが参加する教室です

が、開催回数を昨年度より増やし、参加者の様子に配慮できる人数に調整した

とのことです。 

P5 指導課の取り組みで、埼玉県教育委員会の委嘱を受けて、栗橋小学校が

10 月に食育の授業研究会が行いました。県内広く参会者が来校し、食育指導

に対して意見交換が行われました。久喜市内の小・中学校の指導法改善に役立

ちました。栄養教諭・養護教諭・給食センター・保健センターなどとの連携を

今後深めていきます。 

生涯学習課の放課後子ども教室推進事業です。料理に関する講座等の実施

については、（１校増えて）14校で開催され、和菓子作り体験や親子での料理

作り、またそば打ち体験など（講座数も 2つ増えて）21講座が実施されてお

ります。今後も広く料理に関する講座等をより多く提供できるよう指導者、

サポーターの確保に努め、児童の参加拡大に向けて進めてまいります。 

 

 ありがとうございます。 

平成27年度と28年度の健康増進計画及び食育推進計画に基づく取り組みに

ついて、説明いただきました。 

委員の先生方はいろいろなところで、ご活躍いただいておりますので、ご意

見でもお気づきの点でも結構でございます。それぞれご専門の方から、ご意見

をいただく機会を設けた方が、今後の運営上にもよいのではないかと私は考え

ておりますので。 

髙木先生。先生の守備範囲のところで、ご意見があれば今後の取り組みの参

考にさせていただきたいと思いますが。 

 

拝見しまして、大変素晴らしいと思います。 

おそらく参加される方は参加されると思いますし、参加されない方は参加さ

れないと思います。開催日とか開催方法とか、今までこういった市のいろんな

ものに参加されない方をいかにこれから取り込んでいくか。そういったことの

工夫がこれからできるのではないかと思います。 
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議長（野原会長） 

 

 

 

市川委員 

 

 

 

 

 

議長（野原会長） 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（野原会長） 

 

田村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうですね。参加する人は参加すると、同じような顔ぶれというのも、なか

なか先行きがない。新しい参加者を増やすということですね。市川さんは実践

体験をとおしていかがですか。 

 

そうですね。いつも思うのですが、参加する人というのは、大体、心得て参

加しているのです。いかに参加していない人を呼び出すというのも難しいです

し、そういうことがみんなに伝われば、効果が出てくるような気がします。何

回か言うようですけれども、その辺の体制とか、もう少し掘り下げてやること

も大事ではないか。 

 

そうですね。鈴木さんはどのようにお考えですが。 

 

参加者をどうやって増やすか。関心持たれる方をどうやって増やすか。健

康・食育まつりで、あれだけ概要版を配っても認知度が低い。おそらく 5回や

っていますから、4,000部以上配っているが、来る人は毎年同じものを貰って

いる。来ない人は全然関係ないというのがありますので、それをどうやって横

に広げていくか。地域の力と個人をどうやって連携していくか、食育・健康づ

くりの意識を上げていくか。これからどうやって取り組んでいくかは我々の大

きな課題である。こういった会議だけでなく、自主性のある活動をどうやった

らよいか。日頃の生活の中に溶け込んでいるのが一番望ましい。義務教育の小

学生、中学生は、教えてもらったことをきちんと持ち帰って、ご両親や兄弟に

伝えてもらいたい。 

 

学校の話が出ましたので、田村先生、染谷先生いかがでしょうか。 

 

小学校ですけれども、健康と食育については、小・中学校は計画に基づいて

各学校やっています。ところが卒業してしまうと正直、薄れてしまう。それで、

高校とか、大学とか上位校に行くと薄れてしまうのが現実ではないかという話

がありましたけれど、そこのところは今の立場で言うとどうしようもない。こ

れをどうしたらよいのかというと、家庭と連携をとっていくしか方法がないの

では。それをサポートするのが、簡単に言うと久喜市全体。それを地域の方が

サポートする。子どもたちは授業として取り組んでいるときは一生懸命取り組

んでいますけれども、そこから外れると別に興味関心が出てきてしまって、そ

っちに向かってしまう。そこのところを簡単な解決方法はないですけれども、

これはいつも声をあげていくしかないのではないか。声をあげるというのは、

声をあげると同時に行動もひっくるめてですけれども。継続して声をあげ続け

ることが重要なのではないか。いろいろな場面で、いろいろな機会をとらえて、

健康・食育に関して、健康なまま歳をとっていく必要があるわけですので、そ
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染谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

 

池上委員 

 

 

 

 

 

 

 

のためには絶えずいつも繰り返し、いろんな機会をとらえてやっていくしかな

いのかと私は今思っている次第ですけれども、私は今もうすぐ 60歳になると

ころですが、あまり健康は意識していないものですから、不謹慎ですけれども、

これからしっかり考えていかなければいけないと、この会議等に参加させてい

ただいて思っている訳です。 

 

私も小学校の方なので、言葉が似てしまうところがありますが、学校では授

業など様々な場面で取り組んでいるところですけれども、保護者をどう巻き込

むかが学校の工夫かなと思っておりまして、例えば学校保健委員会とか、学校

医の先生をお呼びして子どもたちにお話をしていただくときに、保護者に通知

を配布してお願いしたり、学校給食試食会を PTA主催で開催したり、なるべく

保護者の方を巻き込むような事業を取り入れるのですが、なかなか今、お仕事

を持たれたり、働いている保護者の方が多いので、普通の日に開催するのはな

かなか難しいのが現状ではある。その中でも、土曜授業のときに入れるとか、

学校なりにはなるべく保護者の方を巻き込んでやっていくしかないと思って

おります。あとは、子どもたちが大きくなったときに、学んだことが生かせる

ように、地道な取り組みしかないのかなと思っておりますが、食育に関しても、

言葉が定着してきたのもここ数年でございますので、これもまた、時代を重ね

て、食育という言葉が当たり前になってくるように、取り組んでいくしかない

と思っています。放課後子ども教室では、地域の方がゆうゆうの中で、料理体

験をやらせてくださっていますし、全学校に地域の方が入って来てくださって

います。今年度、来年度、久喜市内の小・中学校はコミュニティスクールとい

うことで、地域と共にある学校を目指して参りますので、今以上に、地域の方

のお力をいただけたら、いろいろなことに取り組んでいけるのではないかと思

っております。 

 

ありがとうございました。 

薬剤師の先生がいらっしゃっていますので、池上先生と根本先生にお聞きし

たいと思います。 

 

今、先生方のご意見をお伺いしまして、学校にいるときは食育について学ぶ

けれど、卒業してしまうと忘れてしまう。一番悪いのはテレビかと思うのです

けれど。せっかく栄養を摂りましょうと指導を学校で受けていても、テレビで

これが良いと紹介されると、すぐにそっちの方に行ってしまって、せっかく先

生方からご指導いただいたのに、また別の次元で考えてしまう。間違った情報

がたくさん入ってきて、良い意見が小さく見えてしまうということがよくある

と思います、計画がしっかりできておりますので、この中の一部でもよいです

から、毎月の広報の最後のページにでも入れられたらよい。 
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根本委員 

 

 

 

 

 

 

議長(野原会長) 

 

 

平井副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮内副会長 

 

 

 

 

 

 

いい意見はどうしても小さくなってしまう。マスコミはただ視聴率がとれれ

ばよいというだけ。正しい意見ばかりをいっていない。正しい内容かどうか、

はっきりと分かるような知識をしっかり、我々が身につけなければいけないと

思います。 

 

薬剤師会としては、せっかく 5年健康食育・食育まつりを行ってきましたと

いうことですけれども、これをまだ、はっきり言って会全体の方が本当に理解

しているかというと、そうではない。今回は計画（案）について関連する事業

がいっぱいありますので、薬剤師会の会員にまず周知を徹底していって、それ

から患者会とか、いろいろな方面にどんどん広がっていったらよいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

それと長い間、副会長としてご尽力いただきました平井副会長さんと宮内副

会長さん、いかがでしょうか。 

 

健康増進・食育推進計画書を見させていただきまして、本当に皆さんの今ま

でのいろいろなお話等が、ここに組み込まれていまして、前回の第 1次も大変

良かったと思っておりましたが、今回の第 2次計画も大変分かりやすくて、地

域とか、自分でやること、行政でやること、それから最後に、用語の分かりに

くいものは、説明が載っておりまして、会議に出た方ばかりでなく、みんなが、

一人の一市民として、皆さんに読んでいただいて、分かりやすくなければどう

しようもないと思っておりましたので、読んで、分かりやすくて、大変素晴ら

しいものができたと思っております。 

私はスポーツ関係の方で出させていただいていたのですが、スポーツ関係で

も自分たちの活動をすることだけでなく、健康増進・食育推進などいろいろな

会議等にお話をさせていただくなり、スポーツ推進計画が皆さんの手元にも配

布されているかと思いますが、スポーツ推進計画も策定されましたので、こち

らと併せまして、こちらに食育も載っておりますので、一緒にいろんな研修会

とか、会議等のときに、一緒に勉強したいと思っております。いろいろとお世

話になりました。ありがとうございます。 

 

 皆さんのご意見、多くの方のお力添えのおかげで、素晴らしいものができて、

今、話題になっているのは、どう推進するかということだと思います。このこ

とは、常に皆さんと、まつりを通じてもそうですけれど、話題になってきまし

た。私は消費者団体という会と青少年の健全育成の会に入っています。先程前

から、学校は十分。私たち市民から見たら、しっかりやっていらっしゃるのか

な。家庭、地域となりますと、それを育てる我々の役割なのかと思います。消

費者団体の私たちとしても、食品については特に様々な学習の機会をとらえて
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議長(野原会長) 

 

 

中央保健センター

野口所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やっています。青少年の行事の中でも、子どもたちに、家庭ではふれないこと

を、行事の中で調理をしたり、野外の活動でもとり入れていますし、また、そ

ば作りは親子で一緒に触れ合えるような、そういう機会を作ったりしています

けど、本当に身近な地域というところで、健康と食育に久喜市がこれだけ力を

入れていることに話題になっているかというと、少し違う方向に向いていると

思う。私たちも他の活動の中で、地域に係っていくことがたくさんありますの

で、そういう中から、やはり、健康・食についてこの取り組みを広げていく、

その役を私たちは担っていかないといけないのかなと思います。微力ですけれ

ども、機会あるごとにとらえながら、皆さんと一緒に推進していけたらよいと

思っています。いろいろお世話になってありがとうございました。以上です。 

 

今日は中央保健センターの所長さんがお見えになっています。 

おやじ塾も含めて、ご説明いただきたいと思います。 

 

中央保健センターの所長 野口です。よろしくお願いします。 

計画が完成ということで、次は取り組みが大事というお話が今ありましたけ

れども、保健センターは市内 4か所ありまして、各保健センターが知恵を絞っ

て、市民の方の健康づくりに役立つ企画をして取り組んでいます。その 1つの

取り組みの事例ということで、鷲宮で行っております「鷲宮おやじ塾」をご紹

介させていただきたいと思います。 

当日配布資料１をお手元に開きながらお聞きください。 

鷲宮保健センターでは、今まで健康づくり事業への参加の少なかった男性を

対象に、自らの生活習慣を振り返って、主体的に健康づくりに取り組むことを

目指して、平成 25年度から男性向けの健康づくり講座を実施しております。

取り組みの経緯についてですが、平成 24年度の健康づくり事業の参加状況は

男性 15.1%、女性 84.9%ということで、男性の参加者が少なく、男性の参加者

からは、健康づくりには関心があるけれども、女性が多く、男性が参加しづら

いといった声も聞かれておりまして、男性向けの健康づくり事業を検討する必

要がありました。久喜市の統計データを見ましても、生活習慣病の予防的取り

組みが重要ということで、鷲宮おやじ塾を男性向けの講座として、実施するこ

とといたしました。P2をご覧ください。平成 28年度の状況を少し報告したい

と思います。6月から 12月まで全 6回実施しました。実人数が 24人、64歳以

下の方が 2人、65歳以上の方が 22人でございました。第 1回目は健康測定を

行いました。同世代の男性平均値と比較できるよう結果表を工夫しました。測

定結果の見方、改善のためのポイントについてアドバイスを行いました。第 2

回目は、健康運動指導士を講師に、メタボ予防、ロコモ予防のための体操を体

験していただきました。第 3回目は、食生活に視点を向けて、管理栄養士を講

師に栄養と計量の基本について学習しました。第 4 回はおやじ改造計画第 2
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議長(野原会長) 

 

 

 

 

 

 

 

段ということで、運動実技を行いました。第 5回は住職をお招きしまして、座

禅体験と講話を行いました。第 6回目については、調理実習を行いまして、こ

の日は最終日ということで、参加者同士の意見交換を行いました。 

P4 をご覧ください。取り組みの効果でございますが、鷲宮保健センターで

実施する健康づくり事業全体における男性の参加者の割合が増加したという

効果がありました。また、参加した方からは、おやじ塾で学んだことを生活習

慣の改善に活かしたい、健康づくり事業に参加してみたいといった感想が聞か

れて、関心が高まったということが考えられました。 

次に、P5成功の要因、創意工夫した点についてです。 

男性に関心を持ってもらえるような内容となるよう心掛けたことと、参加者

の方が孤立しないよう職員やサポーターという役割の方がいるのですが、そう

いった方が声かけをして雰囲気作りを心がけながら実施しました。こういった

ことで休憩時間に歓談する参加者の方が徐々に増えて、仲間作りとしての効果

もありました。今申し上げたサポーターですが、鷲宮保健センターの取り組み

の特徴として、久喜市ヘルシーライフサポーターという体制がありました。こ

ちらはもともと健康づくり教室などの参加者で、その後もボランティアとして

保健センターの教室に参加していただいて、受付や準備、片付け、声かけなど

を行っていただいています。男性のサポーターからは、同じ男性としての視点

から教室のあり方などについてご意見を聞くことができて、市民の方と、市と

共同で事業を実施することができました。 

今後の課題についてですが、やはり参加者の数が伸び悩んでいるという現状

があります。参加しやすい実施方法や周知方法を今後検討していく必要がある

と感じております。また、事業の効果の評価についても課題に感じております。

また、継続して参加してくださっている方の参加者同士の自主グループ化の支

援について検討が必要だと考えております。なお、来年度につきましても、こ

の鷲宮おやじ塾は実施する予定でございます。各センター全体に置かれている

事業ではございませんが、こういった市民の方の健康づくりに役に立つような

教室をこれからも企画していきたいと思っておりますので、今日は一例を紹介

させていただきました。 

 

委員の先生方からご意見を伺いたいと思いますが、時間の制約がありますの

で。どうかまたひとつ、我々が苦労して作った計画でございますので、委員の

皆さん、末永く見守り、積極的にご参加いただいて、ぜひとも計画どおり、市

民が元気で生活でき、健康長寿がながく保たれますように、ご祈念申し上げま

す。つたない司会で大変恐縮でございました。これで議長の任を解かせていた

だいて、事務局にお返ししたいと思います。どうもありがとうございました。 
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司会（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険課 

鈴木課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

 

 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 ありがとうございました。 

 また、野原会長、小松会長をはじめ、委員の皆様におかれましては、細部

にわたり、計画書に対し、ご意見を賜りましたことを厚く御礼申し上げます。

おかげをもちまして、本日、第 2 次久喜市健康増進・食育推進計画の最終案

が作成される運びとなりました。この後、速やかに市長決裁を受け、計画書

の印刷・製本と進めてまいりたいと存じます。また、「てにをは」や誤字脱字

等、いただいた意見はきちんと直して、進めますので、その点についても報

告申し上げます。また、計画書が出来上がりましたら、大変恐縮ではござい

ますが、郵送にて皆様に計画書を配布させていただきたいと考えております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、本日は第 2 次久喜市健康増進・食育推進計画（案）とかかわりの大

きい 2つの計画案について、当日資料として配布させていただいております 

 時間もございませんが、本日国民健康保険課の鈴木課長補佐が出席してく

ださっていますので、一言だけお願いいたします。 

 

 はい。お時間をいただきましたので、当日配布資料の 2－1 と 2－2 が国民

健康保険に関係するものです。簡潔に申し上げますと、データに基づいた健

康の計画でございます。国民健康保険の方で所有しております健康診査の結

果やレセプトのデータを分析しまして、健康課題に向けて対策をすることで、

健康の増進につなげることが目的となっております。また、もうひとつテー

マがございまして、健康を増進することで、今後医療費の抑制につなげると

いうことを期待しております。健康を増やし、医療費を減らす。このように

ご認識いただけたらと思います。計画の中身は平均寿命や健康寿命、疾病に

関すること等久喜市に関する状況をグラフ、指標を用いてなるべく分かりや

すくお示ししておりますので、ぜひともご一読いただきたいと思っておりま

す。国民健康保険も久喜市全体の一部でございます。健康増進・食育推進計

画の流れに沿いながら、計画の執行にあたって参りたいと考えております。

ありがとうございました。 

 

ありがとうございました。もうひとつ当日配布資料３ 久喜市スポーツ推進

計画（案）も配布させていただきました。こちらは担当が欠席ですので説明

は省略させていただきますが、この資料 P37 の後は、一部抜けており P87 に

とんでおります。健康増進・食育推進に関係する部分だけを抜粋して配布さ

せていただきましたので、その点だけ説明させていただきました。 

それでは、事務局から、ご連絡を申し上げます。 

 

４ その他 

はじめに、健康づくり推進会議及び食育推進会議委員についてでございます
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鈴木委員 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

鈴木委員 

 

司会（真坂課長） 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

小松会長 

 

 

が、健康づくり推進会議委員の皆さんの任期は、３月１７日で任期満了になっ

ておりまして、食育推進会議委員の皆さんの任期は、３月１６日となっており

ます。両推進会議委員の皆様とも、本日の会議が最後の会議となるところでご

ざいます。 

 平成２９年度以降につきましては、現在、健康づくり推進会議と食育推進会

議の、両会議を統合した「久喜市健康増進・食育推進会議」を設置するべく、

平成２９年２月議会に新規組織の設置条例案を上程しており、議会で可決の後

には、平成２９年度から健康づくりと食育を１つにした組織として、「久喜市

健康増進・食育推進会議」が設置され、健康づくり・食育を推進していくこと

になるところです。 

 委員の募集につきましては、平成２９年５月 1日号の広報紙に掲載し、５月

１６日から６月１５日の１ヶ月間で公募委員を募集する予定でおります。よろ

しければご応募いただければと存じます。 

 

ここで、何か、ご質問等はございましたら、お受けしたいと存じますが、い

かがでしょうか。 

ご質問等がないようでしたら、ここで、健康づくり推進会議、食育推進会議

の両推進会議とも、現委員での会議は本日が最後の予定でありますので、それ

ぞれの会長からごあいさつをいただきたいと存じます。 

 

すいません。修正のお願いがあります。よろしいですか。 

目次の第 2章が 2行になっている。P9のタイトルがそのままコピーされて

いる気がします。1行で入ると思いますので、修正をお願いいたします。 

それから、P102。平成 28年とありますが、平成 29年の誤りだと思います。 

 

ご指摘ありがとうございます。 

 

それから･･･。 

 

鈴木委員さん。大変申し訳ありませんが、実は岩部委員さんからもいくつか

ご指摘がありまして、後でお伺いすることになっております。このご指摘につ

いては修正したいと思いますので、ありがとうございました。 

 

では、会長ごあいさつをお願いいたします。 

 

それでは、今日が最後ということで、健康増進・食育推進計画策定の会長と

いうことで、任期が 3月 17日ですので、皆さんとお会いするのは今日が最後

です。たくさんの貴重なご意見を頂戴いたしまして、私自身大変勉強になりま
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野原会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

 

事務局（立川部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（真坂課長） 

 

 

 

司会（真坂課長） 

した。この計画を作った、携わった一人として、自分も健康でなければいけな

いと常々思っているところでございますけれども、どうぞ皆さんも健康で、ま

たご一緒できればと思っております。本当にいろいろお世話になりましてあり

がとうございました。 

 

早いもので、久喜市も合併して丸７年になりました。この 4月からは 8年目

に入る。その前から食育推進計画の策定ということで関わっておりましたの

で、10 年以上この会議に関わって、こうして立派なものができて感無量でご

ざいます。振り返ってみますと私も高齢者の仲間に入りましたし、その間大病

もせずになんとかこうボランティア活動ができたのも、皆さんにいろいろお知

恵を拝借したり、頑張らなくてはということがあって、10 年間生きてきたと

思います。どうぞ委員の皆様も市民の見本になりますように、どうぞひとつ頑

張っていただければと思います。長い間どうもありがとうございました。 

 

小松会長、野原会長どうもありがとうございました。 

 では、健康増進部立川部長より挨拶を申し上げます。 

 

 それでは、行政の方から一言御礼のごあいさつをさせていただきます。 

 第 2次久喜市健康増進・食育推進計画につきましては、策定経過を振り返り

ますと、平成 27年 7月から会議を開催しまして、今日で 9回ということで、

ほぼ 2年、皆さんに貴重なご意見をいただきまして、作ることができました。

本来であれば 1冊ずつ、別々の計画であったものを、ひとつの計画にするとい

うことで、皆さんにはご苦労いただき、貴重なご意見をいただいたと思ってお

ります。今日は皆さんから本当にいろんな意見をいただいたのですが、本当に

健康は自ら守り、自ら維持するものでありますので、食もそうであります。そ

れは作ったら終わりではなくて、作ったらいかに広めていくか、いかに実行し

ていくかが重要であると思います。市長のあいさつのところにもありました

が、実効性を持たせるというのがこれからの大きな課題であることを認識しま

して、私たちもいろいろと工夫しながら、また、いろんなご意見をいただきな

がら推進してまいりたいと考えておりますので、今後ともご支援いただきます

ようによろしくお願い申し上げます。本当に貴重なご意見、貴重なお時間をい

ただきまして、本当にありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

 それでは、次に、次第の５「閉会」にうつりたいと思います。 

 

５ 閉会 

それでは以上をもちまして、第９回久喜市健康づくり推進会議及び久喜市食



23 

 

 

 

 

 

育推進会議の合同会議を終了とさせていただきます。 

 皆様、本日は大変お疲れ様でした。 

委員の皆様、2年間本当にありがとうございました。 

 

 

会議のてん末・概要に 

相違ないことを証明するためにここに署名する。 

  

平成２９年 ３月３０日        

 

              久喜市健康づくり推進会議  会長 小松 智子     

 

              久喜市食育推進会議     会長 野原 宏 

 

 

 


